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対象エリア

新町・古町地区は、加藤清正が熊本城を築城した頃か
ら商人町、職人町として栄え、戦前まで熊本の経済の中
心的役割を果たしてきました。町には、その当時から続
く問屋街も現存するほか、西南戦争による焼失の後、復
興した町屋も400軒以上が残っており、今も往時の様子
を忍ばせています。

また、新町では、新町には、江戸時代から西向きに構
える熊本城の正面に当たったことから、新一丁目御門を
はじめ新三丁目御門などの櫓門跡や、篤姫や勝海舟、坂
本竜馬などが宿泊したといわれる御客屋跡などの史跡が
あり、古町においても、加藤清正が古府中（現在の二本
木）から移した由緒正しい寺院が一町一寺の町割の中に
数多く残っています。さらに、新町・古町地区の境界と
なる坪井川には、明治時代の名石工とうたわれた橋本勘
五郎が手がけた石橋が残っています。

これらの史跡や歴史的建造物に加え、新町は肥後手ま
り唄（あんたがたどこさ）、古町は民謡おてもやんの発
祥の地であり、能楽や茶道、華道、和菓子、工芸など城
下町で育まれた伝統文化が現代に受け継がれています。

そのような積層する歴史的事物が地域住民の生活環境
の基盤となっており、さらに城下町風情を来街者に感じ
てもらおうと、地域資源を活用した“まち案内”や“体
験プログラム”※が地域住民によって活発に行なわれて
いるところが新町・古町地区の最大の特徴となっていま
す。

新町・古町地区とは･･･

※城下町和samonもてなし隊ホームページを参照のこと。
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